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私はかねがね環境問題とは、人間の営み全てに内包されていると思っています。地球規

模の問題から、我々日常生活における生活環境問題まで、枚挙に限りがありません。

今回は生活の中の最大の難題である「ごみ問題」に焦点を当ててみました。

1「 ごみ」って何

ちり、あくた、ほこり、つまらないもの、無用のもの、通常「 ごみ」と書き「ゴミ」

とは書かない。 (広辞苑 )

法律的には「廃棄物」といい、廃棄物とは、自ら利用し他人に有償で譲り渡す事の

出来ない為に不要になったもので、ごみ、粗大ごみ、燃え殻、汚泥、糞尿、等の汚

物、又は不要物で固形状又は液体のものを言う。 (廃棄物処理法)

2何故ごみは増えたのか

昭和 35年を境に、経済発展と共に豊かな生活を享受したものの、「大量生産」「

大量消費J「大量廃棄」と言う社会システムが大きなツケをもたらす事となる。

この間、人口増加は横ばいに推移するも、平成 2年のピーク時まで増え続け、平成

14年度にはやや漸減傾向にあるものの、このままでは、廃棄処理場の新設が、有

害物質の排出、漏出の懸念から住民の反対により適地が少なくなり、限界を迎える。

政府は平成 12年度から持続可能な「循環型社会」の構築を呼びかけ、社会システ

ムの再構築を迫られている。 (平成 14年度 1年間のごみ排出量の統計値を示す )

一般廃棄物 5, 161万 トン 1人 1日 当たり 1, 1 1 lkg

産業廃棄物 3億 9, 300万 トン

これらの廃棄物は、再生できるものは再資源化し、それ以外のものは焼却を

中心とした中間処理をし、残余を埋め立て処分される。

み

3生活スタイルの改善 4Rの 実現

我が国の廃棄物処理の基本原則は ① 発生の抑制

se)③ 再生利用 (Recycle)④ 熱回収

である。

特に、リサイクルについては平成 5年、容器包装

制化が進み、平成 12年には発生抑制を重視、③

(Reduce)② 再使用Reu

(Thermal recycel)

・ 自動車・ 家電・建設・ 食品の法

再利用の仕組みを定めている。

自然 の霧

亭
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最近、漸くレジ袋の有料化、ァイ
バツク9使用、ぺ

'ト

ボトルの軽量化、サッカー

場のリュース カツプ、割り箸の品質改善
が進み、分別費用 (年間3000億円)の 自治

体負担の軽減策として、一部企業負担が取り沙汰
されており、2007年にはリサイクル

法を改善し、廃棄物の抑制に繋がるものとし
て期待されている。

次回はリサイクルについて、別な視点で、私見
を含め考えてみたい。

蓄

イカル

長野 晃

「赤けえベベ着」の間きなしでお剛1染み。樹上からちょ
つと問延びしたテンポの日笛のよ

うな響きのあるこの鳴き声が聞こえてきたらそれ
がイカルである。普通「アカベコキー」

「キ

ーコーキー」などと聞こえる。ムクドリ大のずんぐり型で名前
の由来にもなつている太い

黄色い嘴が際立つアトリ科の鳥。年中見かけるが、数
が多く見やすいのは冬。エノキ、ム

クノキ、ナンキンハゼなどの落葉した樹上でよく鳴
いて居場所を知らせてくれるので見逃

すことがない。頭部、翼と尾羽が艶のある黒色で全体
は灰色つぽい。派手な色彩ではない

が、陽に照らされると十分感動する美しさである。飛
ぶと初列風切りの白色が日立ち、小

亥1みな翼動で浅い波状飛行を行う。 (草地や林床に小群
が下りて木の実や虫などを啄んでい

る光景もよく目にするが、地上ではキヨッキヨツと
いつた地鳴きしかしないので枯葉など

に埋もれていて気が付かないことがあるので要注意であ
る。)と ころで奈良という土地柄も

あつてか、イカルの名前の由来、イカルと地名の斑鳩
の関係について書かれたものを目に

したり、説明を聞く機会も少なくないが、今ひと
つ説得力がないものが多い。事実関係が

はっきりしない点も多く、いろいろな説があるようだが、概
ね以下のようなことではない

かと思つている。『イカルの命名は嘴の稜がとがつて
いる特長を表現した「いかるかど (稜

る角)」 から。それが「いかるが」に音変化。やがて漢字
が入つたとき、間違つてジユズカ

ケバトを表す 「斑鳩」を当て (漢名の
ペリカンを表す「鵜」をウに当てたと同様のミ

ス)、

この鳥の多かつたその地をも
「斑鳩」の字を当て「いかるが」と呼ぶようにな

つた。その

後、鳥の名前はさらに
「いかるJに変化 (「枕草子」に [と りは・・

3いかるがの雄どり・・・」

とあることからも、それは平安末期以降と思われる)、 地名
の斑鳩はいかるがのまま残り現

在に至っている』





社会貢献事業

I)黒髪 山 キ ャ ン プ フ ィ ー ル ド自然 塾
樋日善雄

当初は「バー ドウォッチング」を掲げてスター トしたのだが、事前打ち合わせの結果、

餌付け台とバー ドコール制作の 「クラフト」及びカブ トムシ中心の「昆虫採集に」大きく

分けた。 7月 24日 (日 )於黒髪山CF AM10:00～PM3:30.

イベントヘの参カロ者大入 14名・小人64名計 78名。人と自然の会から5名が参加。

(小田。川勝・倉田・齋藤・樋口)

連日の晴天で、熱中症を懸念した。クラフトでは刃物を扱うため、けがを心配したが、

何れも無事故に終わつた。ペットボ トルの加工では使用目的に依つてボトル自体が四角形

か丸形を選択しなければならないことを気づかされた。

昆虫採集では目的の 「カプ トムシ」が全く見つからず、腐つた本をひつくり返してもク

フガタ虫さえいない。ナラやコナラの樹下で、全くの留守見舞いとなつた。好天気続きで

孵化が早く、幼虫さえもいなかつたのだ。こうした天然林での採集には、時期を考慮した

日時の設定が大切なことを知らされた。

圧巻は塾長から「カプ トムシ」の生態に関する話と、既に捕獲してあったカブ トムシで相

撲や角突き合い等のア トラクションで盛り上がった。参加した子供たちも満足気に帰路に

ついた。お土産は飼育箱用の上まり木に人気が集まつた。

Ⅱ )奈 良 県 環 境 フ ェ ア ー
日  時  8月 6日 (土)9時 30分 ～ 16時 30分

場  所 大和高田市奈良県広域地場産業振興センター

制  作  「セミ丸くん」「ヨシ人形」「鶯笛」「バー ドコール」
スタッフ 川井 '川勝・甲斐野 。倉田・小嶺・齋藤 。相和・樋口。本郷 ◆吉村

開幕当初大人ばかりで子供の姿はチラホラ |!少子化の影響がここにも?と 危惧したの

が、完全に外れた。 10時を過ぎた頃から押すな押すなの盛況となつた。主催者側からは
「子供の体験型」をと言う要望を入れて、手をとつての教え方である。一種目二人の組み

合わせで対応したのだが、「セミまるくん」のコーナーは行列ができたので、「ノヽ―゙ドコー7ン」を

セーブして応援に廻る。鶯笛は順番を待ちきれずに他へ回つて行く子が多い。

今年はシニア自然大学研究科から応援があり、「ヨシ人形」の材料一式を贈呈いただいた

のである。自然工作研究科の工藤さんの友情に紙上を借 りてお礼申し上げる次第。

また、相和氏にはスタッフとして特別に参加していただいた。

毎年昼食もままならない程多忙なので、今年は少しは余裕があるかと思われたが、来客

は凡そ 220名 に及び (環境フェアーの来客数は1500名 )昨年同様の多忙ぶりだつた。
9時 30分～ 16時 30分までの長時間を熱心に指導いただいたスタッフの方々にもお礼

申し上げます。また、今年はブース内の背景に「人と自然の会」の活躍ぶりを写したパネ

ルを 2枚飾 り、多少は当会の評価 upに役立ったと自負している。
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